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Embryo Respiration Monitoring system）を開発した。これは民間企業の協力を公募して行われた共同開発
である。測定チップのヒト胚へのサイズ適合性、および酸素消費量算出に必須である正確な溶存酸素濃度の測
定を検証するため、形態・大きさをヒト胚に模した球形の細胞塊（スフェロイド）を用いて検討した。次に既
存の高感度受精卵呼吸量測定装置である SECM 装置との測定値の相関を確認するため、ウシ胚盤胞を用いて、 
SECM 装置と CERMs による同時測定を行った。最後に、当施設倫理委員会の承認（2013-1-519）のもと、






により高感度に検出可能であることを確認した（決定係数 R2 = 0.98 –  1.0, 中央値 0.99） 。次に、先行機
器との測定値の相関を確認するため、ウシ胚盤胞を用いて、 SECM装置とCERMsによる同時測定を行った。
両機器の測定値には高い相関性がみられ（決定係数 R2 = 0.82, P = 0.0008）、先行機器と同等の精度を確認し
た。最後に、ヒト余剰胚を用いた酸素消費量と胚発育能の比較検討を行った。受精後 2 日目の凍結胚（n = 30）
を融解し 、融解後 6、24、48、72、96 時間で形態学的評価と酸素消費量測定を行い、胚盤胞到達群（n = 9）
と発育停止群（n = 21）に分けて後方視的に検討した。胚提供カップルの背景、媒精方法、不妊原因には差を
認めなかった。融解後 24 時間までは両群ともに酸素消費量増加はみられなかったが、48 時間以降（受精後 4
日目）で胚盤胞到達群では発育停止群と比べ酸素消費量の有意な増加（P < 0.05）を認め、各測定ポイントに
おいて既に発育停止した胚を比較対象から除外した場合にも同様の結果であった。また、ロジスティック回帰
分析より、融解後 48 時間以降において、酸素消費量が 1 femtomol/second[fmol/s]増加するごとに胚盤胞へ到
達する可能性が有意に上昇した（オッズ比（OR） = 2.0; 95% 信頼区間, 1.0 - 4.6; P = 0.04）。この結果、胚
の酸素消費量から胚発育を予測できる可能性が示唆された。一方、融解後 24 時間では胚の酸素消費量が回復
していない可能性も考えられた。また、胚盤胞到達胚において形態学的評価を数値化する BQS（Blastocyst 
Quality Score）を用いて酸素消費量と比較したところ、BQS と酸素消費量には正の相関（決定係数 R2 = 0.65, 
















吸測定装置 CERMs を開発した。胚の酸素消費量が CERMs によって高感度に測定可能であることを証明し
た。酸素消費量と胚発育能には有意な関連がみられ、本機器が実臨床において胚評価の手段となる可能性が示
唆された。 
 
